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お買いあげいたださ、ありびと5ございます。 

么ご使用の前に 

この r 取扱説明書」 をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

特に居)〜居)ページの「安全上のごま意」は必ずお読みいただ 
き、安全にお使いください。 

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要な 
とさにお読みください。 
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ま全上のごま意 一はじめにお読みください一 


給表示について 

この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が記載されています。 

これらは、製品を安全に正し<お使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に防止するための 
表示です。絵表示の意巧をよく理解してか6本文をお読みください。 


■^么警告 么ミち意 


•この表示のま意文を無視して、誤った取扱い 
をすると、 r 死亡または重傷を負う可能性が想 
定される」内容を示しています。 


•この表示のを意文を無視して、誤った取扱い 
をすると、 r 傷害を負ったり物的損害が想定さ 
れる」内容を示しています。 


•給表示の説明 

注意をラながず記号 行為を禁止ずる記号 


行為を指示ずる記号 


A A <S>®® 〇 C 

—般的ミ主意 感電 禁止 分解禁止水めれ禁止 一般的指71^ 電源プラクを抜< 



異常時のミ主意 


■接続したアンプなどに、次のような異常が発生した 
とさは、そのまま使用しない。乂災や感電の原因と 


なります。 



電源プラグ抜く 

A 


•煙び出ている、変なにおいびするな 
ど異常のとさ 

•内部に水や金属物び入ってしまった 
とさ 

•落としたり、キャビネットび破損したとき 
•電源コードび傷んだとさ 
(お線の露出、断線など） 
このようなときは、すぐに電源を切 
り、電源プラグをコンセントから抜 
さ、販売店に修理を依頼してくださ 
い。お客様ご自身び修理することは危 
険です。絶対にやめて < ださい。 


■ネジをはずしたり、分解、改造したりしない 


(S) 

分解禁止 


•内部の点検や修理などは、販売店に 
ご依頼ください。 


■スピーカーは定格入力を超えるアンプに接続しない 

A •スピーカーの定格入力や定格イン 
ピーダンスに不適合のアンプで使 
用すると、火災、感電の原因となりま 
す。ご使用の際は取扱説明書をよく 
お読みください。不明な点びありま 
したら、販売店やヴービス窓□にご 
相談ください。 


ご使用について 


■スピーカーを風呂、シャワー室では使用しない 


(§) 

水場での使用禁止 


•風呂場やシャワー室では使用しない 
でください。漏電によって火災や感 
電の原因となります。 


■本機の包装に使用しているポリ袋は、小さなお子様 
の手の届くところに置かない 

-頭からかぶると窒息の原因となりま 

か 































A 注意 


設置について 


■不安定な場所に置かない 

-ぐらついた台の上や傾いた所など不 
/x 1 安定な場所に置かないでください。 
I XI 落ちたり、倒れたりして、けがの原 
V-X 因となることびあります。 


ご使用について 


■スピーカーにらたれかか5ない 

-スピーカーにち たれかからないで< 
/V \ ださい。特にお子様にはごま意くだ 
I Xj さい。倒れたり、こわれたりして、け 
びの原因となることびあります。 


■接続するときはアンプの電源を切る 

-スピーカーをアンプに接続する際は 
アンプの電源を必ず切ってくださ 
し^。電源び入った状態でコードを 
ショートさせると、アンプび故障し 
たり、火災、感電の原因となること 
びあります。 


■長時間、音が歪んだ状態で使用しない 

-長時間、音び歪んだ状態で使わな 
/V \ いでください。 スピーカーび 発熱 
I し、火災の原因となることびあり 


■音楽鑑賞 m 外には使用しない 

/ C"N U スこングル-ムの音響特性の測 

I X I 定など、音楽鑑賞外の用途には 
使わないでください。スピーカー 
を破損したり、火災の原因となる 
ことびあります。 


お手入れについて 


■ベンジン、シンナーなどを使用しない 

-スピーカーの 表面をベンジン、シン 
/x 1 ナーなどで拭いたりしないでくださ 
V し、変質したり、塗料びはがれるこ 
、ゾとびあります。 



■はじめか5音量を上げすざない 

A •アンプの電源を入れる前に、音量 
(ボ U ユーム）を最小にしてくださ 
し^。突然大さな音び出て、スピー 
カーを破損したり聴力障害などの原 
• ■ 因となることびあります。 


回 













■ ご巧。の前に 


よい音で聞<ためには 

■ 


■設置上のま意 


■スピーカーシステム設置の配慮 


• キャビネットの変形 • 変色を防止する 
ため、直射日光や湿気の多い所、冷暖 
房器の近くなどを避けて設置してくだ 
さい。 

• スピーカーの 振動で八ウ U ングを起こ 
すことびあります。でさるだけレコー 
ドプレーヤーから離してください。 




•本機はカラーテレビに対して色むらを起こさないように防 
磁処理をしたスピーカーですび、設置方法によっては色 
むらび生じる場合わありますので、設置の際は次の点に 
注意してください。 

1.本機と一緒にテレビを使用する場合は、必ずテレビの 
主電源スイッチを切った状態で設置して < ださい。 
なお、テレビの主電源スイッチは、切ってから少なく 
とも3日分後に入れるようにしてください。 


2. テレビの種類によっては、色むらを生じることびあり 
ます。色むらを生じるときは、十分離して設置してく 
ださい。 

- AV アンプなどでスピーカーの設定びできるときは、下 
の設定にすることをお勧めします。 

• スピーカーサイズ ：スモール 

.ク □ スオーノ（一周液数：1 OOHz 〜1曰 OHz 

■取り扱い上の注意 

スピーカーシステムの手入れをするときには 


• スピーカー システムの再生音は U スニングルームの条件 
によって微妙に影響を受けやすいものです。 

設置時には、側面の壁から日日 cm 程度離すことを、お 
すすめします。 

これは本機をご使用になる U スニングルームの諸条件に 
より変化しますので、上記を目安とし、音場びおびり、音 
像びはっさりと定位する位置に設置することをおすすめ 
します。 


■音場の改善 

-反射または共振を起こしやすい洋間で 
は、厚手のカーテンやジュータンなど 
をお使いください。 

また、スピーカーの正面（向かい側）び 
固い壁やガラス戸などの場合には、反 
射や定在波の発生を防ぐ目的で厚手の 
カーテンなどで吸音処理することをお 
すすめします。 


■ステレオを聞<とさのエチケット 

-ステレオで音楽をお楽しみになるとさ 
は、隣お所に迷惑びかからないような 
音量でお聞さください。特に、夜はル 
さな音でも周囲によく通るものです。 
窓をしめたり、へッドホンをご使用に 
なるなどお互いに/こ\を配り、快い生活 
環境を守りましょラ D 
このマークは音のェチケットのシン 
ボルマークです。 




-スピーカーシステムのちれは柔らかい布（ネルなど）で軽く 
而さ取ってください。 

巧れびひどいとさは、中性洗剤で而さ取り、乾いた布で 
仕上げてください。（ご使用の中性洗剤については、その 
注意書さにしたびって < ださい） 


















■付属品の確認 

ご使用になる前に本機の付属品をご確認ください。不足 
しているものがありました5、お買い上げの販売店にご 


連絡ください。 

/-\ 

•スピーカーコード 6 m (フ□ント/センター用） ....... 3本 

•スピーカーコード ]5 m ( U ア用） . 三本 

•ネジ① ( M 5 X 12 mm ). 4本 

•ネジ② ^( M 4 x 25 mm ). 本 

•ワッシャー ©. 4枚 

N _ J 


■スピーカーの種類 

. センタースピーカー 
(X 1本） 


SX-XDC 303 


• この製品には付属品の他に、取扱説明書（本書)、保証書 
び添付されています。 


ヴテライトスピーカー 
フ□ント/リア用 
(X4 本） 


の 

SX-XDS 303 


ヴテライトスピーカーの組み立てかた 

■ 


■ヴテライトスピーカーの組み立て作業上の注意 

•スタンド（ベース部）を足の上に落とさないようにして 
ください。けがをする恐れがあります。 

•スタンド（ベース部）などを巧に落とさないようにして 
ください。巧に傷がつくことがあります。 

-スピーカーなどに傷がつかないように、巧に厚手の巧な 
どを引いて作業してください。 

•本機のスピーカーは長さがありますので、十分なスペー 
スを確保してください。ぶつけて破損したり、傷がつく 
ことがあります。 

-スピーカー部だけでの使用はできません。組み立てた状 
態で使用してください。 


■ヴテライトスピーカーの組み立て 


ヴテライトスピーカーは、下図の3つの部品に分かれて捆 
包されています。ご使用になる前に下記の手順に従って組 
み立ててください。 


I U 

スピーカー部 スタンド（ポール部）スタンド（ベース部） 

組み立ての際、スピーカーコードの極性 (® 、©)を間違える 
と、音場感や音質びそこなわれますので、ごま意<ださい。 
接続したあと、コードが確実に接続されていることを確認 
して < ださい。 

V_ J 
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ヴテライトスピーカーの組み立てかたりづき) 



7 .スタンド（ポール部）か S カバーをはずす 

•® ドライバーを用意してください。 

•® ドライバーでネジをはずします。 

•溝からツメをはずし、カバーを取りはずします。 



2 . スタンド(ポー JI / gID とスタンド(ペース BID を組 
みなる 

1) スタンド(ポール部)とスタンド(ベース部)を組み 
合わせます。 

-スタンド（ポール部）の圆マークとスタンド 
(ベース部）の，纖 Victor マークび、同じ向さに 
なるよラにしてください。 

このとさ、スタンド（ポール部）とスタンド(ベー 
ス部）のネジ穴の位置び合っていることを確認 
してください。 


2) スタンド（ポール部）とスタンド（ベース部）を付属の 
ネジ②3本でしっかりと固定します。 

•ネジ⑤3本を仮締めします。その後、しっかりと締め 
つけて < ださい。 



3. 付属のスピーカーコードをスタンド(ポ ー JUS のに 
接続する 


DD マーク 
(前面側） 




•フ□ントスピーカーには Bin 、 U アスピーカーには 
1己 m の付属のスピーカーコードをご使用ください。 

-スピーカーコードの片側にはタグびついています。タグ 
のついていない方を本機に接続してください。 



广祖- 

本機に添付されているスピーカーコード m 外のものをご使 
用になるときは、次の点にごま意ください。 

• スピーカーコードは、左ちの長さを同じにしてください。 

• スピーカーコードは、できるだけ太いコードを使用してく 
ださい。 

-スピーカーコードの長さは、できるだけ短くしてください。 





































1) スピーカーコードをスタンド(ベース部)の下からスタン 
ド(ポール部)へ通します。 



2) スピーカーコードの先端を、スタンド（ポール部）の端 

子レバーを押したまま穴に差し込み、接続します。 

-お線は奥までしっかり差し込んでください。 

• スピーカーコードは、黒い線び入っている方を©側に接 
続してください。 



3) 端テ部へカバーを取り付けます。 

-ツメを溝に合わせてからネジでしっかりと固定します。 




^ネジ 


4. スタンド(ポール部)とスピーカー部を組み立 
てる 

1) スピーカーコー ドの先端を、 スピーカー部の 端子 レバー 

を押したまま穴に差し込み、接続します。 

-芯線は奥までしっかり差し込んでください。 

• スピーカーコードは、黒い線び入っている方を©側に接 
続してください。 



2) スピーカー部をスタンド（ポール部）に差し込み、付属 
のワッシャー、ネジ①で固定します。 

-スピーカーコードを整理して、スタンド（ポール部）の 
中に押し込んでください。 

•スピーカー部をスタンド（ポール部）に差し込むとさ、 
スピーカーコードをはさみ込まないよラに注意してくだ 
さい。 


スピーカー部、 



スタンド（ポール部） 






/ずを間び 
/ないよラに 

し 

合わせる 

0 

_ J 


ネジ① 

(M 已Xに mm) 


ワツシャ- 


スピーカー 部をスタンド（ポール部）に差し込む前こ、必 
ず スピーカーコー ドを スピーカ ー部の端子に接続してくだ 
さい。 

_ _ / 


の 























































センタースピーカーの接続 

M 

■センタースピーカーの接続 

•センター スピーカーの タグのついた目 m のスピーカー 
コードをご使用ください。 

* スピーカーコードは、タグのついていない方を本機に接続 
してください。 

1) スピーカーコードの先端を、端子レバーを押したまま穴 
に差し込みます。 

-お線は奥までしっかり差し込んでください。 

-スピーカーコードは、黒い線び入っている方を©側に接 
続してください。 



广 的 - . 

スピーカーコードの極性 （® 、©)を間違えると、音場感 
や音質びそこなわれますので、ごま意ください。 

接続したあと、コードび確実に接続されていることを確認 
して < ださい。 

v __/ 


スピ■■カイ瓜り胁、について 

■ 

■スピーカーの取り扱いについて 

•スピーカーを移動させるとさは、必ずスタンド（ポール 
部）部分を持って移動させてください。 



* スピーカーコードを引っ張って、スピーカーを移動させた 
りしないでください。スピーカーび倒れ破損する原因と 
なります。 



































アンプとの接続 

■ 


■接続のまえに 

1. スピーカーシステムをアンプに接続するときは、アンプ側 
の電源を必ず切つて < ださい。電源び入つた状態でスピー 
カーコードをショートさせますと、アンプを故障させる恐 
れびあ0ます。 

2. 本機の定格インピーダンスは8 n です。 

負荷インピーダンス8 n び接続でさるアンプをご使用くだ 
さい。 

3. 本機の最大入力 ( JIS ) は]日日 W です。 

これはミュージック-ソースを短時間入力でさる値（実 
効値）で、スピーカーを破壊しない値です。 


■アンプのボリューム 

一般にはミュージック•ソースを入力した場合、アンプの 
ボ U ュームび半分上になりますと、アンプの出力歪み 
(音び割れる）び増加して、スピーカーを熱的、機械的に 
破損させる恐れびありますので、これ l ^(下のボ U ューム位 
置でご使用ください。 


■アンプとの一般的な接続例 

•下図をご参照のうえ、本機の入力端テとアンプの"スピー 
力一’端テをスピーカーコードで接続してください。 

-アンプと接続する際は （® 、©)の極性をよく確かめてく 
ださい。 


■一般的な設置例 

センタースピーカーをテレビなどの正面に置きます。 
(センタースピーカーをテレビの上に置くときは、平ら 
で安定した状態にあることをご確認ください。） 



本機と組み合わせるサブウーノ V —につきましては、当社 
SX - DW 303 をお勧めいたします。 

SX - DW 3 日3との組み合わせにより、臨場感あ而れる 
ダイナ S ックな高音質をお楽しみいただけます。 


サテライト 
スピーカー 
(フ□ントも側） 


センター 

スピーカー 


。。〇闕 

圏。。 

3 



サテライト 
スピーカー 
(フ□ント左側） 


(巨 m ) 



(6 m) 


(6 m) 



サテライト 
スピーカー 
(リアも側） 

fnl 



サテライト 
スピーカー 
(リア左側） 


アンプ側 
スピーカー端子 


^ OFC コードについて- V 

スピーカーコードは 、 OFC コードを使用しています。 

OFC コードとは： 

Oxygen Free Copper の略で、無酸素銅のことです。 

銅の配化物を減5すことにより、高音質再生を実現してい 
ます。 

V-/ 



(15 m) 


(15 m) 
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入カ ソースに ついて 

■ 

■ CD / DVD などのデジタル系ソースを再生ず ■特殊な入力信号の場合 
る場合 


レコードにはスクラッチノイズび、カセットテープには 
テープヒスノイズびありますび、デジタル系ソースではノ 
イズびほとんどなく無音から急に音楽信号び入ってさま 
す。また、ダイナミックレンジび広く急激に音び立ち上び 
りますので、スピーカーに過大入力び加わらないよラアン 
プのボ U ュームに注意してご使用ください。 


本機に次のような特殊信号び加えられると、過大電流によ 
る焼損断線事故の原因となることびありますので、十分注 
意してご使用ください。 

① FM チューナー選局時の大きな局間ノイズ。 

③ アンプやチューナーなどの"オン"、"オフ"時の 
ショック音。 

④ 接続端テの抜き差し時のショック音。 

® カート U ッジ交換時のショック音。 

® 発振器や電子楽器などによる連続的な高い周波数成分 
の音。 

⑥ マイク使用時に起こりやすい八ウ U ングの音または発 
振音。 

⑦ 引き回したスピーカーコードによるアンプの高域発振 
出力。 



仕様 




■ 





SX - XDS 303 ( ヴテライトスピ - 力一 ) 

SX - XDC 303 ( センタースピーカー ) 


種類： 

:1ウェイ2スピーカー 
バスレフ型/防磁形 (JEITA) 

種類： 

:1ウェイ2スピーカー 
バスレフ型/防磁形 (JEITA) 


使用 スピーカー 

9.5cnn x 1 crn (DD スピーカー x 2) 

使用 スピーカー 

6cm (コーンスピーカー X 2) 

定格 入力 (JIS) 

25 W 

定格 入力 (JIS) 

25 W 

最大入力 (JIS) 

100 W 

最大入力 (JIS) 

100 W 

定格インピーダンス 

8 n 

定格インピーダンス 

8 n 


再生周波数帯域 

120 Hz 〜 20 kHz 

再生周波数帯域 

80 Hz 〜 20 kHz 


出力音圧レベル 

82 d 巳/ W • m 

出力音圧レベル 

81 dB/W • m 


最大外形寸法 

幅 S82 mm X 高さ 11 日 8 mm x 奥行 282 mm 

最大外形寸法 

幅 330 mm x 高さ 78 mm x 奥行 120 mm 


質量 

3.0 kg 

質量 

日. 8 己 kg 


(を）本機の仕様および外観は、改善のために予告なく変更することびあります。 


To 











ヒ クター ヴー ビス窓口飘. (ビクターサービスエンジニア ij ンク株 a^±) 

■ 


ビクター製品のアフターサービスはお買し、上げの I ぶ売店へご相談ください 


ご転居等で保証書記載のお買い上げ販売店にアフターサービスをご依頼になれない場合は、最寄りの「ご相談窓□」にご相談ください。 


11 

窓 

口名 

T E L 

愚 

所在地 





化 

海道 




札 

幌 S . C . 

(011)898-1 180 

004-000已 

化幌市厚別区厚別東5条1 -2-29 



旭 

JIIS . C . 

(01 已已)已 1-3 已已白 

070-8012 

旭川市ネ申居二条 3-2-1 已 



化 

見 S . S . 

(0] 已 7)2 已 -8 已已7 

090-0037 

化見市山下町 4-7- 19 

] む毎這 

訓 

路 S . S . 

(0] 已已 )24-0797 

080-000已 

訓路市松巧町3ま3号 



帯 

広 S . S . 

(0] 已已 )24-4493 

080-080 己 

帯広市東六条南 12-1 1 



函 

館 S . S . 

(0138) 已2-已324 

040-000 1 

函館巿五接郭町 4-1 已函館五棱郭 MF ビル1 F 





東 

化 




青 

森 S . C . 

の 17)723-22 已] 

030-0844 

青森市桂木 4-6- 17 

青 

森 

八 

戸 S . S . 

の 178)44-4 已 2] 

031-0803 

八戸巿諷訪 2-2-3 日 



弘 

前 S . S . 

(0172)28-0] 已已 

036-8084 

弘前市高田 1-13-1 



が 

岡 S . C . 

の] 9) 已 73-01 21 

020 -083 已 

盛岡市ま志田9地割 24-1 

占 

手 

水 

ミ尺 S . S . 

の] 97)22-2773 

023-08] 已 

水沢市天文台通り 3- 12 




田 S . C . 

の] 8)824-3] 89 

01 0-09 已3 

が田市山王中園町 4-1 

秋 

田 

大 

館 S . S . 

(0] 己已 )43-0980 

01 7-0874 

大館市美園町已-己 



横 

手 S . S . 

の] 82)32-8873 

013-0064 

横手市ホ坂字大道向3-日 

■ 


仙 

台 S . C . 

の 22)287-01 已] 

984-001 1 

仙台市若林区六了の目西町 7-1 3 

a 

城 

石 

巻 S . S . 

の22已)日 4-771] 

白8已 -08 已3 

石卷巿門脇字四ま谷地 8- 18 



山 

お S . C . 

の 23) 已 42-0279 

990-2412 

山形市松山 3-12- 18 

山 

わ 

酒 

田 S . S . 

(0234)2 已 -7] 4已 

998-0842 

酒田市亀ヶ崎 6-6-1 



郡 

山 S . C . 

(024)9 已2-已 33] 

9己 3-020 已 

郡山市堤 1-3 


巨 

いわを S . S . 

の24已 )27-799] 

973-8409 

しめき市内郷御台境町鶴き日-1 


に 

告車舒公 5-5. 

(0242)3 日-13已已 

9己已 -083] 

会津若松市表町1 -44 A イツシンフォニ ー 101 



福 

島 S . S . 

(024) 已已 3-9437 

9已 0-0] 03 

福島市本内字南原 26-1 




関東 

•甲信 

越 



新 

漏 S . C . 

の2已) 242-3431 

9已 0-0084 

新潟市明石 1-2- 19 

新 

漏 

長 

岡 S . S . 

の2已 8)24-839] 

940-00 12 

長岡市下下条 2- 13日日-1 



上 

越 S . S . 

(02 已已 )4 已 -1734 

942-0081 

上越巿五智 1-1 1 



長 

野 S . C . 

(02 已 )22]- 已已曰3 

380-0913 

長野市川合新田 962-1 

ち 

St 

松 

本 S . S . 

(02 已 3)2 已 -9] 已已 

390-0828 

松本市庄内 2-4-21 



【出風彦理専門】 

のご相談窓 □ 

群 

馬 

首都圍ヴ-ビスセンタ- 

(027)2 已已-已9821 279-0001 

1千葉県浦安市当代島 2-13-27 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 



前 

橋 S.C 

(027) 2已已-已 92] 

37 1-08 已4 

前橋市大渡町 1-19-1 

板 

木 

宇都宮 S.C 

(028) 已3日-1已3日 

32 1-09 已3 

宇都宮市東宿郷 3-5-22 

巧 

柿 

± 

浦 S . C . 

(0298) 2]-87 已已 

300-0813 

±巧市富±崎 1-10-1 

✓穴 

■m 

水 

戸 S . S . 

(029) 24已 -1 已已〇 

3] 0-083 已 

水戸市元吉田町1077 

山 

梨 

甲 

府 S . S . 

(0 已已 )237-401 已 

400-08 已4 

甲府市湯田 2-1 1-已 



【出張修理専門】のご相談窓 □ 



首都圏サ-ビスセンタ- 

1 の 3) 已 803-28881 

279-0001 

1浦安市当代島 2-13-27 



【お預かり修理、 

補修用部品】のご相談窓 □ 


千 

葉 

千 

葉 S . C . 

(043)24 已 -2 已88 

2已 1-0001 

千葉市美お区幸町 2-1-1 



柏 

S . C . 

の 47] )7 已 -4322 

277-08 己3 

柏市豊四季 512-10- 日7 



浦 

安 S . S . 

(047)3 已3-已] 89 

279-0001 

巧安市当代島 2-13-27 



【出張修理専門】のご相談窓口 



首都圏サ-ビスセンタ- 

1 の 3) 已 803-288 曰 1 

279-0001 

1千葉県浦安市当代島 2-13-27 



【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 



本 

郷 S . C . 

(03) 已已 84-82 已4 

11 3-0033 

文京区本郷 3- 1 4-7 ビクター本郷ビル1 F 

ま 

京 

が葉原 S.S 

の 3) 32已] -2] 28 

101-0021 

千代田区外巧田 1- 日-目 



練 

馬 S . C . 

の 3) 3993-7 已20 

] 7已 -00 14 

練馬区豊玉南 1-19-1 



夫 

田 S . C . 

の 3) 3727-938 已 

] 4已 -00 已2 

大田区化千束 2-20- 己 



八王 

子 S . C . 

(042 己)4已-已白] 4 

1 92-004 已 

八王子市大和田町 2-9 -己 



【業務用機器専門】のご相談窓 □ 



首都圏メンテナンスセンタ -I (03) 3日74-已 23] 1 

11 0-0003 

1台東区根岸 5-4-3 



【出張修理専門】のご相談窓 □ 



首都圏サ-ビス iz ンタ - 1 (03) 5803-2888 | 

279-0001 1千葉県浦安市当代島 2-13-27 

埼 

玉 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 



大 

宮 S . C . 

(048) 已已4-已 24] 

330-0037 

さいたま市東大成町2-已已 8- 1 



熊 

谷 S . S . 

(048) 已已3-已] 〇已 

3已] -00 已7 

行田市城西 2-7-39 ツイン八イツ石山目 



【出張修理専門】のご相談窓 □ 



首都圍サ-ビスセンタ- 

1 (03)5803-2888 

279-0001 

1千葉県浦安市当代島 2-13-27 

う 由 わ III 

【お預かり修理、 

補修用部品】のごイ 

、目談窓 □ 

押を川 

横 

お S . C . 

(04 已）已已] -0403 

231-0028 

横お市中区翁町 1-3-1 



川 

崎 S . C . 

の 44) 97已 -1879 

2] 已 -0024 

川崎市宫前区南平台 3-2 (第2石原ビル） 



平 

塚 S . C . 

(04 已 3)3 已 -2160 

2已 4-00 已已 

平塚市南原 2-4 -已 



相模原 S.C 

(042)77 已 -20 已2 

229-0004 

相模原巿ち淵 3-7-4 

東ミ 

島•化 

陸 



静 

岡 S . C . 

の已 4)282-4] 4] 

422-8043 

静岡市中田本町 62-31 

静 

岡 

沼 

ま S . S . 

(0 已已日） 22-1 已已7 

410-0041 

沼ま市筒井町日-已 



お 

松 S . S . 

の已 3) 42]-344] 

43已 -004] 

お松市化島町7呂已 



名古 

’屋 S . C . 

(0 已已 8) 2已 -323 已 

481-0041 

西春曰井郡西春町九之坪鴨田 121-1 

愛 

知 

二 

ミ可 S . C . 

(0 已己 4) 已 1- 已931 

444-0833 

岡崎市桂曙 3-10- 12 



豊 

橋 S . S . 

(0 已 32) 己 4-0 曰]已 

440-08 已3 

豊橋市佐藤 5-19-1 

岐 

阜 

岐 

阜 S . S . 

(058)274-1947 

已 00-8367 

岐阜市宇佐南 3-1-28 

— 

ま 


重 S . S . 

(0 已 93) 已 2-084] 

已] 0-007 已 

四日市市堀木 2-1 已 -2 

— 

里 

ま S . S . 

の已 9)229-7780 

已 14-081 已 

ま巿大字藤ち 485-1 8 

宜 

山 

富 

山 S . C . 

(07 已 )42 已 -2397 

939-821 1 

富山市二□町四了目1 -3 

5 

川 

金 

ミ尺 S . C . 

(07 已 )2 已 9-4821 

92]-80 已2 

金沢市新保本四了目6已 -17 

福 

井 

福 

井 S . S . 

(077 已）已3-已 9] 已 

91 0-0843 

福井市西開発 3-21 1 


都府 

県を 

窓口名 

T E L 

愚 

所在地 



近 

たを 

威 


滋賀 

滋賀 S . S . 

(077) 已82-已812 

已 24-0033 

守山市浮気町268 


【出張修理専門】のご相談窓口 

京都 

大 阪 S . C . 

(0 已 )6304 -已 73] 

已 32-0027 

1大阪市恐 II 区田川 2-4-28 


【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 


京 都 S . C . 

(07 已)己 44-0247 

已] 2-840 1 

京都市伏見区深草下"1原町31 - 1 

京都 

北部 

福知山 S . S . 

(0773) 22-8 已已4 

已 20-00 已白 

福知山巿厚東町14日-2 


【出張修理専門】のご相談窓口 

奈良 

大 阪 S . C . 

(0 已)已304-已 73] 

已 32-0027 

1大阪市斑 II 区囲 112-4-28 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 


奈良 S . S . 

(0744) 24-曰 27] 

已 34-0007 

1權原市葛本町 834-2 


【出張修理専門】のご相談窓口 


大 阪 S . C . 

(0 已)已304-已 73] 

已 32-0027 

1大阪市斑 II 区囲 112-4-28 


【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 

大阪 

大 阪 S . C . 

(0 已)已304-已 73] 

已 32-0027 

大阪市斑 II 区囲 112-4-28 

大阪南 S . C . 

(0 已)已7已8-已489 

已 43-0028 

大阪市天王寺区ル橋町10 -16 


巧 S . C . 

(0722) 已 4-2 曰 8] 

已 9]-8032 

呪市百舌鳥梅町 3 T 目2 1-2 伊助八イツ 


【業務用機器専門】のご相談窓口 


大阪メンテナンス 
センター 

(0 已)己304-已 7] 已 

已 32-0027 

大阪市斑 II 区囲 112-4-28 


和歌山 S . S . 

の 73)472 -己799 

已 40-8323 

和歌山巿太田 430-8 

和歌山 

田辺 S . S . 

の 739) 22-997 己 

已4已-003 ] 

田辺市漢1已81 -12 


【出張修理専門】のご相談窓 □ 

兵庫 

大 阪 S . C . 

(0 已 )6304 -已 73] 

已 32-0027 

1大阪市恐 II 区囲 112-4-28 

中東部 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 


神 戸 S . C . 

(078) 2已 2-0 已已2 

已已 1-008 已 

ネ申戸市中央区磯上通 3-2-1 己 

兵庫 
西部 

姫路 S . S . 

(0792) 34-3833 

已 70-097 已 

姫路市中地南町1 1-1 



中 

国 


岡山 

岡 山 S . C . 

(08 已 ）243-1 已已已 

700-0927 

岡山市西ち松西町 8-23 

広島 

広 島 S . G . 

の 82) 243-9839 

730 -082 已 

広島市中区光南 3-9- 17 

福山 S . S . 

の曰 49) 3]-已984 

721-0973 

ネ畐山市南威王町3-已 -1 已 


山 □ S . C . 

の曰 3)973-3708 

7已 4-0022 

吉敷郡ル郡町花園町已 -2 呂 

山 □ 

徳山 S . S . 

(0834)27-1331 

74已 -0042 

徳山市野上町 2-3 已 


下関 S . S . 

の 832) 已] -1040 

7已 1-08 已2 

下関市熊野町 2-14-23 


山 n ビクた欄脚 
サービスセンター 

の8已 2) 3 1-8900 

已 90-0823 

松江市学園 1-1 日-39 

島根 

(松江•米子担当） 
出雲営業戸げ-ビス係 

(08 已 3)21-4 已1 ] 

已 93-000] 

出雲市今巿町8已4 

鳥取 

麵営業肺-ビス係 

(08 已 7)23-21 已] 

已 80-09] 1 

鳥取市千代水1了目 22-1 



四 

国 


香川 

高 松 S . C . 

(0 日 7) 8已已 -1200 

7巨]-80已7 

高松市田村町20已 -1 

徳島 

徳 島 S . C . 

の 88) 已 22-7387 

770-80 已2 

徳島市ミが兵 2-37 

高知 

高 知 S . S . 

(088)882-0 已4已 

780-8122 

高知市高須新町 4- 143 

愛媛 

松 山 S . C . 

の 89) 923-0372 

791 -80 1已 

松山市中央 1-4- 12 

宇和島 S . S . 

の8日已 ）20-10] 8 

798-0087 

宇和島市坂下ま甲 407-40 

九リ 

W . 沖 i 

縄 


福 岡 S . C . 

(092)-431-1261 

812-001 1 

福岡市博を区博を駅前 4-1 已 -1 

福岡 

义留米 S.S 

の 942)-39-349 已 

830-0038 

义留米市西巧字巧浦 1-1 1日2 

化九州 S . C . 

(093)921-3981 

802-00 已4 

北九州市ル倉北区片野 2-1 已 -1 2 

長崎 

長 崎 S . C . 

(09 已 )8 已2-已已22 

8已 2-8021 

長崎市城山町日-13 

化世保 S.S 

(09 已已 )33 -已已已8 

8已 7-1] 已已 

佐世保市木風町 1467-2 

大分 

大分 S . S . 

の 97) 已 43- 1422 

870-0882 

大分市大道町 4-1-2 

熊本 

熊 本 S . C . 

(09 已 )3 已 3-4 已3已 

861-4101 

熊本市近見町 8-1-10 

宮崎 

宮崎 S . S . 

(098 已 )24 -已401 

880-0032 

宜崎市霧島巧 3-5 日 

延岡 S.S 

の 982)3 已 -7707 

882-08 已7 

延岡市愁領巧 24-3 

鹿ノレ島 

鹿ノレ 1=3 。■し. 

の 99)282-88 18 

890-0034 

鹿児島市田上 tJT 目日- 8 

沖縄 

沖 縄 S . C . 

の 98)898-3 已31 

901-2224 

ミ中縄県宜野湾巿真志喜 M 3-16 


所在地、電話番号び変更になる場合がございますので、あ 5 かじめご了承ください。 0802 

♦略号について S . C . はヴービスセンターの略称です。 

S . S . はサービスステーシヨンの略称です。 


の 





































































































































































保証と アフター ヴー ビス 06 ^ずお読み < ださい。) 

■ - 


保証書（別添) 


保証書は、お買い上げの販売店よりお受け取り<ださ 
い。 r お買い上げ日-販売店名」等の記入をお確かめの 
うえ、記載内容をよくお読みの後、大切に保管してく 
ださい。 

-保証期間 - 

お買い上げの曰か51年間 


補修用性能部品の最低保有期間 


本機の補修用性能部品の最低保有期間は、製造巧切り 
後8年です。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するため 
じ/必要な部品です。 


修理に関するご相談やご不明な点は 


修理に関するご相談やご不明な点は、お買い上げの販売店にご相談ください。 

ご転居等、保証書記載のお買い上げ販売店じご依頼になれない場合には、 pij ページの 「ビクターサービス 窓 □案内」 を 
ご覧のうえ最寄りの「ご柜談窓□」にご柜談<ださい。 


修理を依頼されるときは 出張修理 


お買い上げの 販売店に 修理をご依頼 < ださい。 



修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って販売店が修理させていただきます。 


ご連絡していただきたい内容 


品 名 

ホームシアター DD スピーカーシステム 

型 名 

SX - XD 303 

お買い上げ曰 

年月日 

故障の状ミ兄 

できるだけ具体的に 

ご住所 

付おの目印等も併せてお知らせください 

おを前 


電話番号 


訪問ご希望日 



刪メモお買い上げ店を か） 


保証期間が過ぎているときは 


修理すれば使用できる製品については、お客様のご要望に 
より有料で修理させていただきます。 


修理料金の仕組み 


技術料 

故障した製品を正常に修復するための料金です。 
技術者の人件費、測定機器等設備費、故障診断、 
修理および部品交換、調整、点検にかかる費用でず。 

十 

部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理に付 
帯する部材等を含む場合もありまず。 

十 

出張料 

製品のある場所へ技術者を派遣するための費用です。 
別途、駐車料金をいただく場合があります。 


^ ご相談や修理は 1 

ビクター製品についてのご相談や修理のご依勵ホ、 

お買い上げの販売店にご相談ください。 

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記のご相談窓口にご相談くださし、。 

修理などのァフターサービスに関するご相談 

ビクターヴービスエンジニアリング株式会社 

お買し、物相談や製品についての全般的なご相談 

お客様ご相談センター 

lllj ページの「ビクターサービス 
窓□案内」をご覽ください。 

V 

東京 Q (03) 曰 684-93 11 
FAX (03) 己 684-93 17 

干 11 3-0033 ま京都文京区本郷三 T 目 14-7 ビクター本郷ビル 

大阪 Q (06) 676 曰- 4161 
FAX (06) 676 曰- 4891 

干 550-001 3 大阪市西区新町 3-1-31 新町レナウンビル 

J 


ビクターインターネツトホームぺージアドレス http :// www . jvc - victor . co . jp / 


曰巧ピ39—巧なさな 

パーソナル&モビール ネッ トワーク ビジネス ユニット 
干 371 -8 已 43群馬県前橋市大渡町 一 T 目]日き地の]巧 (027) 2 己 4-89 己 2 
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